
情報理数科 学科主任
滑川敬章先生

進学校を中心に取り組みが増えている高大連携。
大学側も専用窓口や部署を設けるなど、高校との連携を強化していて、

出前講義や施設見学などが盛んに行われています。そんななか、大学主導ではなく、
高校が生徒の実情に合わせて取り組んでいる新しい形の高大連携を探してみました。

ここで紹介する３校は取り組み規模の大小こそあるものの、
人と人のコミュニケーションを重視している点が共通しています。
高校生が、大学の先生や大学生・大学院生と触れ合うことで、

卒業後のキャリアを考えるきっかけになっている好例をご紹介します。

取材・文／永井ミカ

年間200時間を超える高大連携講座で
生徒に刺激を与え、生きる力をつける

─千葉・県立 柏の葉高校─

普通科・情報理数科／2007年創立
生徒数／895人（男子356人、女子539人）
進路状況（2011年度実績）／大学64.2％、短大6.8％、
専門学校19.4％、、就職1.5％、その他8.2％
千葉県柏市柏の葉6-1

 04-7132-7521
 http://www.chiba-c.ed.jp/kashiwanoha-h/

実
践
的
・
継
続
的
な
取
り
組
み
で

効
果
あ
る
連
携
に

　

千
葉
県
立
柏
の
葉
高
校
の
情
報
理
数
科

は
、県
で
初
め
て
設
置
さ
れ
た
情
報
に
関
す
る

学
科
。２
０
０
７
年
の
開
校
・
設
置
以
来
、高
大

連
携
の
取
り
組
み
に
力
を
入
れ
て
お
り
、現
在

で
は
大
学
や
企
業
の
力
を
借
り
て
の
講
座
や
講

義
は
年
間
２
０
０
時
間
を
優
に
超
え
る
。

「
情
報
の
専
門
教
科
の
内
容
を
少
な
い
教
員

で
教
え
る
の
は
大
変
で
、最
初
は
必
要
に
迫
ら

れ
る
形
で
大
学
や
企
業
に
連
携
を
お
願
い
し
ま

し
た
。
ま
た
、キ
ャ
リ
ア
教
育
的
広
が
り
や
、社

会
・
地
域
と
つ
な
が
る
こ
と
の
意
義
、生
徒
の
自

主
性
を
育
て
る
重
要
性
も
考
え
て
、取
り
組
み

を
広
げ
て
い
き
ま
し
た
」と
、情
報
理
数
科 

学

科
主
任
の
滑
川
敬
章
先
生
は
言
う
。

　

講
座
や
講
義
は
大
き
く
分
け
て
、希
望
者
に

対
し
て
放
課
後
に
行
う
も
の
と
、授
業
に
組
み

込
ん
で
行
う
も
の
が
あ
る
。例
え
ば
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
講
座
は
前
者
で
全
15
回
。
毎
年
、同
学
科

１
年
生
の
ほ
と
ん
ど
が
受
講
し
、プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
の
基
礎
か
ら
始
め
、最
終
的
に
は
ゲ
ー
ム
な

ど
自
分
の
作
品
を
作
り
上
げ
る
。一つ
の
も
の
を

作
り
上
げ
る
と
い
う
経
験
が
、そ
の
後
の
課
題

研
究
に
つ
な
が
り
、中
に
は
ゲ
ー
ム
に
と
ど
ま
ら

ず
社
会
の
役
に
立
つ
も
の
を
と
メ
ー
ル
配
信
の

新
シ
ス
テ
ム
の
開
発
な
ど
に
視
点
を
広
げ
て
い

く
生
徒
も
出
て
く
る
そ
う
だ
。

「
大
学
の
出
前
授
業
を
よ
り
効
果
的
な
も
の

に
す
る
た
め
に
は
、講
師
と
の
距
離
の
近
さ
や

会
う
回
数
も
大
切
」と
滑
川
先
生
。一
度
き
り
の

講
義
で
は
な
く
、実
践
的
・
継
続
的
な
講
座
に
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す
る
こ
と
で
、学
習
に
広
が
り
が
生
ま
れ
、生
徒

は
成
長
す
る
。そ
し
て
、か
か
わ
る
教
員
も
大
き

な
刺
激
を
受
け
る
の
だ
と
い
う
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、コ
ン
テ
ス
ト
、学
科
祭
な
ど
、

大
学
と
の
連
携
で
学
ん
だ
成
果
を
発
表
す
る

機
会
も
多
く
設
け
て
い
る
。「
○
月
ま
で
に
ロ
ボ

ッ
ト
を
完
成
さ
せ
て
コ
ン
テ
ス
ト
に
出
す
」と
い

う
締
め
切
り
効
果
で
、生
徒
の
や
る
気
を
喚

起
。
そ
の
ほ
か
、自
分
た
ち
の
成
果
や
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
１
〜
２
枚
の
ポ
ス
タ
ー
に
ま
と
め
さ
せ
て

校
内
に
展
示
し
た
り
、学
校
説
明
会
な
ど
で
中

学
生
に
発
表
し
た
り
す
る
。表
現
や
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
の
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
る
と
と
も
に
、

来
年
以
降
の
受
験
生
を
獲
得
し
、講
座
の
継
続

に
つ
な
げ
る
と
い
う
役
割
も
担
っ
て
い
る
。

常
に
ア
ン
テ
ナ
を
張
っ
て

チ
ャ
ン
ス
が
あ
れ
ば
直
談
判

　

こ
れ
ら
の
連
携
は
、滑
川
先
生
が
直
接
大
学

の
先
生
に
依
頼
し
て
実
現
し
た
も
の
も
多
い
。

例
え
ば
、情
報
の
授
業
の
一
環
と
し
て
行
っ
て
い

る
統
計
的
問
題
解
決
講
座
は
、統
計
の
専
門
家

の
講
演
を
聴
い
た
と
き
に
そ
の
場
で
直
談
判
し

て
実
現
し
た
。
県
の
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル
に

生
徒
の
作
品
を
出
品
し
な
が
ら
も
、も
っ
と
レ
ベ

ル
の
高
い
統
計
グ
ラ
フ
を
作
れ
な
い
か
と
悩
ん
で

い
た
と
き
だ
っ
た
と
い
う
。「
外
に
向
け
た
活
動
を

い
ろ
い
ろ
と
や
っ
て
い
る
と
、外
部
か
ら
情
報
が
入

っ
て
く
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ア
ン
テ
ナ
を
張
っ

て
、人
や
組
織
と
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
が
、次
の

連
携
を
呼
び
ま
す
」と
滑
川
先
生
。
さ
ま
ざ
ま

な
講
演
会
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、懇
親
会
な
ど
に

積
極
的
に
参
加
し
て
、気
に
な
る
専
門
家
が
い

れ
ば
、す
ぐ
に
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
そ
う
だ
。

 

「
大
学
は
連
携
し
た
が
っ
て
い
ま
す
。
学
生
に

入
学
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
理
由
も
あ
る
の

で
し
ょ
う
が
、理
工
系
や
情
報
系
の
学
問
を
底

上
げ
し
た
い
、日
本
の
将
来
の
た
め
に
若
い
人

材
を
育
て
た
い
と
い
う
、長
期
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
を

持
っ
て
い
る
先
生
方
も
多
い
で
す
か
ら
」と
滑

川
先
生
。こ
う
し
て
、少
し
ず
つ
つ
な
が
り
を
作

っ
て
い
き
、年
間
２
０
０
時
間
を
超
え
る
ま
で
に

至
っ
た
の
だ
。

　

講
座
・
講
義
だ
け
で
な
く
、近
隣
の
大
学
の

研
究
施
設
の
見
学
や
授
業
体
験
な
ど
も
積
極

的
に
行
っ
て
い
る
。
そ
ん
な
な
か
、大
学
院
生
や

大
学
生
の
地
域
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
自
主
的

に
参
加
す
る
生
徒
や
、自
分
た
ち
で
み
つ
け
た
コ

ン
テ
ス
ト
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
し
た
い
と
い

う
生
徒
も
何
人
か
出
て
き
た
。
こ
う
い
う
場
合

は
、生
徒
の
自
主
性
を
大
切
に
し
つ
つ
、〝
ほ
う
れ

ん
そ
う（
報
告
・
連
絡
・
相
談
）〞を
し
っ
か
り
す
る

こ
と
、メ
ー
ル
は
す
ぐ
に
返
信
す
る
こ
と
な
ど
、

社
会
で
必
要
な
マ
ナ
ー
も
教
え
る
。す
べ
て
の
機

会
を
無
駄
に
せ
ず
、「
生
き
る
力
」を
育
て
る
よ

う
に
意
識
し
て
い
る
そ
う
だ
。

　

高
大
連
携
で
学
ん
だ
こ
と
か
ら
生
徒
が
進
路

を
考
え
た
り
、Ａ
Ｏ
入
試
の
合
格
に
つ
な
が
る
こ

と
も
あ
る
。「
専
門
の
人
、ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
人
の

話
は
や
は
り
お
も
し
ろ
い
。
そ
し
て
、生
徒
に
対

す
る
視
線
が
と
て
も
あ
た
た
か
い
。
そ
う
い
っ
た

大
人
と
た
く
さ
ん
触
れ
合
っ
て
い
く
う
ち
に
、真

剣
に
進
路
、キ
ャ
リ
ア
を
考
え
る
の
だ
と
思
い
ま

す
」と
滑
川
先
生
。人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
意

識
し
た
連
携
が
、生
徒
を
成
長
さ
せ
て
い
る
。

■ 高大連携の取り組みの主なもの

TV会議システムを使った遠隔講義。柏の葉高校を含め
5校が同時に東京情報大学の講義を受ける

プログラミング講座

ロボット講座

概要

遠隔講義
校内にいながらにして、TV会議システムを使い、高大連携協定を締結している東京情報大学
の講義を受講。1学期7講座程度を実施し、テーマは「情報のディジタル化」「体験！WEBアニ
メーション（Flash）」「コンピュータウイルスとの戦い」など。

プログラミング講座
（SSP支援事業）

東京情報大学の講師による、初心者向け講座。加速度センサーなどを活用し、年間15回の
講座でプログラミング作品を制作する。

ロボット講座
（SSP支援事業）

日本大学理工学部の講師による全5回の講座。ヒューマノイド型ロボットを製作し、コンテスト
に出場。

気象センサー講座
（SSP支援事業）

東京大学、慶應義塾大学、上智大学の講師による、気象センサーのデータ解析やWebプログ
ラミングの講座。年間6回実施。

統計的問題解決講座
（SSP支援事業）

慶應義塾大学の講師らによる、全4回の講座。統計的（科学的）問題解決の方法を学び、科学
的探究や問題解決のプロセスに役立てるための統計思考力や活用力の習得を目的としている

PC解剖講座
（SSP支援事業）

日本大学理工学部の講師による全3回の講座。パソコンをハードとソフトの両面から解剖して
いき、それらが大学での学びとどのようにつながっていくのかを学ぶ。

植物工場プロジェクト
（SSP支援事業）

すぐ隣にある千葉大学環境健康フィールド科学センターと、NPO法人植物工場研究会の協力
を得て、実際に高校に植物工場を造って植物の生育条件などを研究する。

大学見学
１年の7月ごろに東京情報大学の研究室見学・体験授業、1月ごろに日本大学理工学部の研
究施設見学・特別授業を行っている。

近隣研究施設見学
下校時刻が早い面談週間を利用。放課後に、近隣の千葉大学環境健康フィールド科学セン
ター、東京大学柏キャンパス、東葛テクノプラザ、東大柏ベンチャープラザを見学する。

地域連携プロジェクト

近隣の大学生・大学院生と連携して、数名の生徒たちが主体的に活動を行っている。プロジェ
クトとして、東京大学柏キャンパスの大学院生と連携して小学生向け科学講座などを行う
「JRST（Joho Risuuka Science Team）」、東京理科大学の女子大学生と連携して女子
中学生に理工系情報系の魅力を発信する「JR☆G（情報理数科ガールズ）」、地域の小中学
校の学校ネットワークを支援する「SNSP（School Network Support Project）」が活動中。

特別授業・特別講座
これらのほかにも、適宜特別授業・特別講座を開講。2011年度は埼玉大学との連携で「不
思議な力・磁気力」、東京電機大学「数式処理とアルゴリズム」などを実施した。

※SSP＝科学技術振興機構のサイエンス・パートナーシップ・プロジェクト
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進路指導部
高田亜紀先生

進路指導主事
吉野健太先生

学習支援から進路相談まで
大学生・大学院生サポートティーチャー制度

─茨城・県立 伊奈高校─

普通科／1986年創立
生徒数／714人（男子373人、女子341人）
進路状況（2011年度実績）／大学60.2％、短大7.1％、
専門学校17.7％、就職6.6％、その他8.4％
茨城県つくばみらい市福田711

 0297-58-6175
 http://www.ina-h.ed.jp/

学
生
と
教
員
の
Ｔ
Ｔ
で

苦
手
な
部
分
を
て
い
ね
い
に
指
導

　

サ
ポ
ー
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー（
Ｓ
Ｔ
）制
度
と
は
、

課
外
学
習
や
定
期
考
査
前
の
学
習
会
、勉
強
合

宿
な
ど
の
際
、大
学
生
や
大
学
院
生
に
教
員
の

補
助
を
し
て
も
ら
う
制
度
。
５
年
前
に
学
校
改

革
の
一
環
と
し
て
取
り
入
れ
、筑
波
大
学
に
内
地

留
学
し
て
い
た
教
員
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
り
学

生
を
集
め
た
。
現
在
は
進
路
指
導
部
が
担
当

し
、筑
波
大
学
の
社
会
連
携
担
当
者
を
通
し
て

ガ
イ
ダ
ン
ス
な
ど
を
開
か
せ
て
も
ら
い
、教
員
を

目
指
す
学
生
を
中
心
に
集
め
て
い
る
。
今
年
度

は
31
人
の
学
生
が
登
録
。
県
の
特
色
あ
る
学
校

づ
く
り
支
援
事
業
の
指
定
を
受
け
、こ
の
予
算

を
学
生
へ
の
謝
礼
な
ど
に
充
て
て
い
る
。

 

「
生
徒
に
近
い
目
線
で
、工
夫
し
な
が
ら
一
生
懸

命
教
え
て
く
れ
ま
す
」と
、進
路
指
導
部
の
高

田
亜
紀
先
生
。教
員
と
の
Ｔ
Ｔ
で
、生
徒
が
ど
こ

で
つ
ま
ず
い
て
い
る
の
か
を
て
い
ね
い
に
探
っ
た

り
、個
々
の
苦
手
な
部
分
を
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
の
形

で
指
導
し
た
り
、確
実
に
効
果
は
あ
る
と
い
う
。

「
そ
の
真
剣
さ
に
刺
激
を
受
け
た
り
、Ｓ
Ｔ
を

指
導
す
る
際
に
教
員
が
自
己
を
振
り
返
る
こ

と
も
で
き
ま
す
」と
い
う
の
は
、進
路
指
導
主
事

の
吉
野
健
太
先
生
。
５
年
た
っ
て
教
員
た
ち
に

も
Ｓ
Ｔ
の
効
果
的
な
使
い
方
が
わ
か
っ
て
き
た
。

模
試
の
結
果
か
ら
見
え
た
弱
点
を
重
点
的
に

指
導
し
て
も
ら
う
な
ど
、今
で
は
な
く
て
は
な

ら
な
い
存
在
だ
。

　

そ
し
て
、も
う
ひ
と
つ
の
大
き
な
効
果
が
生

徒
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
。

「
学
習
会
の
あ
と
、雑
談
的
に
勉
強
の
仕
方
な

ど
を
相
談
す
る
生
徒
が
多
い
で
す
。
ま
た
、大
学

生
活
や
学
問
に
つ
い
て
の
話
を
聞
い
た
こ
と
が
、

学
習
意
欲
の
向
上
に
つ
な
が
る
こ
と
も
」と
高

田
先
生
。一
方
で
教
育
に
つ
い
て
学
ん
で
い
る
学

生
も
、教
え
る
経
験
や
教
員
と
の
情
報
交
換
な

ど
と
い
っ
た
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、取
り
組
み
は
今
後

も
長
く
続
け
ら
れ
そ
う
だ
。

■ サポートティーチャーに関するアンケートより

サポートティーチャーは課外授業などで活躍。わからない点、苦手な点を、マンツーマンでていねいに教えてもらうことが
できる

● これまで受けたサポートティーチャー課外についての
 感想（１～３年）

●夏休みの通い合宿に参加しての
サポートティーチャーに関する感想（3年生）

● どうしたらわかりやすいか一生懸命考えながら教え
てくれたので、わかりやすかった。

● センター試験の数学についていろいろと聞けてよ
かった。雑談などを交えて大学に関することを教え
てもらいためになった。

● 勉強だけでなく人生の話が役に立った。
● 1対1で教えてもらったので理解できた。大学の話
を聞き、合格したいという気持ちが一層強くなった。

● 今後、サポートティーチャーにかかわってもらいたい場面
  （１～２年生、複数回答）

課外でのサポート

課外での講義

少人数での指導

課外後の個別指導

学習方法のアドバイス

進路のアドバイス等
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養護教諭
坂村小百合先生

高校生と大学生が語り合う「カタリバ」を
キャリア教育の一環に

─北海道・道立 岩内高校─

普通科・事務情報科／1919年創立
生徒数／447人（男子224人、女子223人）
進路状況（2011年度実績）／大学17.0％、短大7.8％、
専門学校34.8％、就職37.6％、その他2.8％
北海道岩内郡岩内町字宮園43-1

 0135-62-1445
 http://www.iwanai.hokkaido-c.ed.jp/

大
学
生
の
先
輩
は

進
路
に
つ
い
て
話
し
や
す
い
存
在

 

「
カ
タ
リ
バ
」と
は
東
京
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｎ
Ｐ
Ｏ

カ
タ
リ
バ
が
始
め
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
高
校
生
と
大

学
生
が
語
り
合
う
場
を
提
供
し
、高
校
生
に
将

来
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
作
り
を
し
て
も
ら

お
う
と
い
う
も
の
だ
。
活
動
は
各
地
に
広
が
り
つ

つ
あ
り
、北
海
道
で
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｃ
Ａ
Ｎ
が「
カ

タ
リ
バ
北
海
道
」を
展
開
し
て
い
る
。

　

こ
の
カ
タ
リ
バ
を
３
年
生
対
象
に
２
年
連
続

で
取
り
入
れ
た
の
が
北
海
道
立
の
岩
内
高
校
。

発
案
は
養
護
教
諭
の
坂
村
小
百
合
先
生
で
あ

る
。「
保
健
室
を
訪
れ
る
生
徒
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
能
力
の
低
下
に
危
機
感
を
感
じ
て
い
た
」と

い
う
坂
村
先
生
は
、年
に
１
回
、性
に
か
か
わ
る

テ
ー
マ
で
行
っ
て
い
る
思
春
期
教
室
を
、心
の
健

康
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
焦
点
を
当
て
生
き

方
を
模
索
す
る
よ
う
な
も
の
に
で
き
な
い
か
と

考
え
た
。
そ
ん
な
な
か
、他
校
の
先
生
か
ら
カ
タ

リ
バ
の
う
わ
さ
を
聞
い
た
の
だ
と
言
う
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
2
時
間
強
。
生
徒
５
〜
６
人

に
大
学
生
１
人
の
グ
ル
ー
プ
が
車
座
に
な
っ
て
自

分
の
思
い
を
語
り
合
い
、最
後
に
高
校
生
一
人
ひ

と
り
が
今
日
か
ら
で
き
る
こ
と
を
約
束
す
る
。

事
前
の
打
ち
合
わ
せ
か
ら
後
日
の
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
報
告
ま
で
し
っ
か
り
し
た
対
応
で
、大
学
生

が
何
度
も
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
重
ね
、当
日
に

臨
ん
で
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
た
そ
う
だ
。

 

「
結
果
、想
定
し
て
い
た
よ
り
ず
っ
と
進
路
寄
り

の
取
り
組
み
に
な
っ
た
の
で
す
。
生
徒
の
一
番
の

関
心
事
は
進
路
の
こ
と
で
、年
齢
が
近
い
相
手

に
は
話
し
や
す
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
カ
タ

リ
バ
を
き
っ
か
け
に
同
級
生
間
の
会
話
も
増
え

た
よ
う
で
す
」と
坂
村
先
生
。
同
校
で
は
キ
ャ
リ

ア
教
育
の
一
環
と
し
て
年
間
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
カ
タ

リ
バ
を
組
み
込
む
こ
と
と
、生
徒
の
希
望
を
聞

き
今
後
は
２
年
生
で
実
施
す
る
こ
と
に
決
定
。

早
い
時
期
に
進
路
意
識
を
高
め
る
よ
う
な
、よ

り
高
い
効
果
に
期
待
し
て
い
る
。

■ カタリバに関する事後アンケートより

高校生5～6人に大学生1人を1グループとして、車座になって話をする

● カタリバ参加後に当てはまるものは？
  （受講者3年生150人、複数回答）

●  「カタリバ」で結んだ約束は実行できていますか？
   （実行中と答えた生徒の答えより）

● 学校探ししている。
● 頑張って苦手な授業をやっている。
● 行きたい学校などいろいろ決めている。
● とりあえず、バイトも勉強も頑張っている。
● 少しでも時間があれば聞いてもらうようにしている。
● 今を頑張って将来の楽しい自分を想像している。
● 自分の気持ちを話してみた。

●  「カタリバ」の素直な感想を書いてください

● 自分の進路について考えさせられた。将来も何とな
く見えてきた気がする。
● 先輩の話を聞いて、自分も頑張ろうと思えた。
● カタリバの先輩で憧れる人ができた。自分もそうな
りたいと思うような人がいた。本気で頑張りたい。
● 普段あまり触れ合えない大学生の皆さんの話が聞
けて、視野が広がった気がします。進路や卒業後
について楽しみになった。

● ２年生のときにもカタリバがあればもっとよかった。
● 進路が楽しみになったけど、不安もみつかってよか
った。進路についてもっと悩んで、自分に合った学
校をみつけます。

自分にあった話が聞けた

今やるべきことが見つかった

友達の新しい一面が見れた

授業や行事が楽しくなった

自ら積極的に行動するようになった

視野が広がった

何かしたいと思った

自分から動きたいと思った

目標が見つかった

もっと深い話をしたいと思った

自分自身が整理できた
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